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概要：パーティ会場で会話に参加できない人が存在する．関連研究から，多くの人が初対面の相手との会話に適切と感じ

る領域でも，内向的な人はパーソナルスペースが侵害され不快感が生じ，会話に参加しにくく感じる要因となっていると考え，

それを軽減する方法の実現に取り組んでいる．内向的な人のパーソナルスペースを小さくすることを目的とし，その実現手法

として拡張現実感を用いたシステムを提案する．本報告では，提案手法の有効性を示すための予備実験として，利用者の周

りに表示する空間を実体化させた状態で，パーソナルスペースを狭くすることが可能であるか検証した 
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1. はじめに     

電車で席に座るとき，人と座席を空けて座る．会話をす

る相手と距離が近いと話しづらいと感じる．このような経

験をしたことがある人は多いだろう．これは人間が持つパ

ーソナルスペースが関係している．パーソナルスペースと

は，Sommer[1]によって『侵入者が入れないようにその人の

身体をとり囲む，見えない境界をもつ領域』と定義された

ものである． 

 現在までにパーソナルスペースに関するさまざまな研究

が行われ，パーソナルスペースの広さが方向によって異な

ることや，また内向的な人は外交的な人に比べてパーソナ

ルスペースが広いことや，性別や人種によってパーソナル

スペースの大きさが違うことが報告されている[2-6]． ま

たパーソナルスペースの大きさに影響を与える要因や心理

変化ついての研究も行われており，他者の視線やアイコン

タクトの有無などが心理的領域の大きさに影響を与えるこ

とや，視線のずれが心理負荷を軽減することが報告されて

いる[7-9]．またパーソナルスペースの境界付近で心拍数が

急激に増加することや，不安や緊張が増加することが報告

されている[10-12]．  

斉藤[13]は，パーソナルスペースとコミュニケーション

能力の関係性について検証し，コミュニケーション能力が

高い人は低い人に比べ，パーソナルスペースが小さいこと

を示している．斉藤の実験では，社会性スキルが低くコミ

ュニケーション能力の低い人は，同性の初対面の相手に対
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して前方向のパーソナルスペースが 2.05m に対し，社会性

スキルが高くコミュニケーション能力の高い人は，前方向

のパーソナルスペースが 1.15mという結果が得られている． 

橋本ら[14]は，心理的領域の大きさと空間との対応関係

について，初対面の相手と会話にちょうどよいと感じる領

域は 125cm〜250cm であり，特に対人距離 1.5m で会話に

ちょうどよいと感じる人数が最も多いと報告している．橋

本らの実験結果と斉藤の実験結果を参考にすると，内向的

な人は多くの人が初対面の相手と会話にちょうどよいと感

じる領域でパーソナルスペースが侵害され，不快感が生じ

ていると考えられ，これが内向的な人が会話に参加するこ

とを難しいと感じる要因のひとつであると考えた．そこで

本報告の目的を内向的な人のパーソナルスペースを小さく

することとする．また内向的な人のパーソナルスペースの

大きさが外向的な人のパーソナルスペースと近い大きさに

なることで，内向的な人のコミュニケーション能力が外向

的な人のようにコミュニケーション能力が向上することを

期待する． 

2. パーソナルスペースの意識調査 

2.1 調査概要 

 本研究の提案手法の方針を決めるためには、普段人がど

のようにパーソナルスペースを意識しているか知る必要が

あると考え，予備調査としてパーソナルスペースに関する

アンケートを 18~24 歳の学生 18 名（男子 9 名，女子 9 名）

行った．質問の内容は次の通りである． 
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1. 普段からパーソナルスペースの大きさを意識します

か 

2. 自分の前方向のパーソナルスペースの大きさはどの

くらいだと思いますか 

3. 会話を行う相手と距離が近いと感じた経験はありま

すか 

4. 会話を行う相手と距離が遠いと感じた経験はありま

すか 

5. 初対面の相手に声をかける場合，話しかけやすい方向

はありますか 

6. 初対面の相手に正面から声をかける場合，相手とどの

くらい距離を取りますか 

7. 初対面の相手に正面から声をかけられたとき，会話を

する距離がちょうどよいと感じる距離はどれですか 

18 名を対象に行なったアンケートの結果と考察を述べ

る． 

2.2 調査結果と考察 

設問１では，全員を対象に「普段からパーソナルスペー

スの大きさを意識しますか」という質問を行った．回答者

は「1.しない〜7.する」の 7 つから回答した．結果として，

38.9％が「1.しない」と回答し，「7.する」と回答した人は

0％であった（図 1）．設問 1 の結果より，パーソナルスペ

ースを普段から意識している人は少ない傾向があることが

わかった．設問 2 では，全員を対象に「自分の前方向のパ

ーソナルスペースの大きさはどのくらいだと思いますか」

という質問を行った．回答者は「0.9m 未満，0.9m 以上~1.2m

未満，1.2m 以上~1.5m 未満，1.5m 以上~1.8m 未満，1.8m 以

上~2.1m 未満，2.1m 以上」の 6 つから回答した．結果とし

て，「0.9m 以上〜1.2m 未満」が 44.4％と最も多くの回答を

得られた．次に「1.2m 以上〜1.5m」未満が 27.8％と多く，

自分のパーソナルスペースの大きさを「0.9m以上〜1.5m未

満」だと思っている回答者が 72.2％と半数以上を占めた（図

2）． 

設問 2 の結果より，多くの人が自分のパーソナルスペー

スを「0.9m 以上〜1.2m 未満」と考えている傾向があること

がわかった． 

設問 3 では，全員を対象に「会話を行う相手と距離が近

いと感じた経験はありますか」という質問を行った．回答

者は「ある，ない」の 2 つから回答した．結果として，77.8％

が「ある」と回答し，22.2％が「ない」と回答した（図 3）． 

設問 4 では，全員を対象に「会話を行う相手と距離が遠

いと感じた経験はありますか」という質問を行った．回答

者は設問 3 と同様に「ある，ない」の 2 つから回答した．

結果として，50％が「ある」と回答し，50％が「ない」と

回答した（図 4）．設問 3，4 の結果より会話をする際に相

手との距離が近いと感じた経験のある人は，遠いと感じた

経験のある人と比べて多いことがわかった．自分よりパー

ソナルスペースの狭い人と会話をする場合，自身のパーソ

ナルスペースが侵害され，相手の存在を不快に感じる．そ

のため相手の印象が強く残り，このような結果になったと

考えられる．また斉藤[2]の研究結果から，パーソナルスペ

ースの狭い人のほうが外向的でコミュニケーション能力が

高いため，パーソナルスペースの狭い人と会話をする機会

が多く，近いと感じた経験のある人が遠いと感じた経験の

ある人に比べて多くの回答が得られたという可能性も考え

られる． 

設問 5 では，全員を対象に「初対面の相手に声をかける

場合，話しかけやすい方向はありますか」という質問を行

った．回答者は「正面，横，後ろ，どの方向でも変わらな

い」の 4 つから回答し，多回答を可とした．結果として，

「正面」と回答した人が最も多く 10 人であった．「横」と

回答した人が次に多く 9 人であった．「正面と横」の両方を

回答した人は 3 人であった（図 5）．設問 5 の結果より，初

対面の同性に話しかける場合，正面または横から話しかけ

る傾向があることがわかった． 

設問 6 では，全員を対象に「初対面の相手に正面から声

をかける場合，相手とどのくらい距離を取りますか」とい

う質問を行った．回答は「0.9m 未満，0.9m 以上~1.2m 未満，

1.2m以上~1.5m未満，1.5m 以上~1.8m未満，1.8m 以上~2.1m

未満，2.1m 以上」の 6 つから回答し，多回答を可とした．

結果として，「1.2m 以上~1.5m 未満」が最も多く 11 人が回

答した．「0.9m 以上~1.2m 未満」は 6 人であり，「1.5m 以上

~1.8m 未満」は７人であった（図 6）． 

設問 7 では，全員を対象に「初対面の相手に正面から声

をかけられたとき，会話をする距離がちょうどよいと感じ

る距離はどれですか」という質問を行った．回答者は「0.9m

未満，0.9m 以上〜1.2m 未満，1.2m 以上〜1.5m 未満，1.5m

以上〜1.8m 未満，1.8m 以上〜2.1m 未満，2.1m 以上」の 6

つから回答し，多回答を可とした．結果として，「1.2m 以

上〜1.5m 未満」が最も多く 11 人が回答した．「0.9m 以上〜

1.2m 未満」は 6 人と次に多くの回答を得られた（図 7）．設

問 6，7 より，初対面の同性に話かける場合， 対人距離が

「0.9m 以上〜1.8m 未満」で会話にちょうどよいと感じる

傾向があることがわかった．これは橋本ら[14]の『初対面の

相手と会話にちょうどよいと感じる領域は 125cm〜250cm

であり，特に対人距離 1.5m で会話にちょうどよいと感じ

る人数が最も多い』という研究結果を支持するものであっ

た．一方，話かけられる場合は対人距離が「0.9m 以上~1.5m

未満」では設問 6 と同様に多くの回答が集まったが，「1.5m

以上〜1.8m 未満」では設問 6 に比べて回答が少なくなって

いる．初対面の相手に話しかける場合，相手との距離が遠

い場合でも会話にちょうどよい距離だと感じ，話しかけら

れる場合はそれより近い距離で会話をするのにちょうどい

よと感じる傾向があった． 
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図 1 設問 1 内訳 

Figure 1 Result of question 

 

図 2 設問 2 内訳 

Figure 2 Result of question 

 

図 3 設問 3 内訳 

Figure 3 Result of question 

 

 

図 4 設問 4 内訳 

Figure 4 Result of question 

 

 

図 5 設問 5 内訳 

Figure 5 Result of question 

 

 

図 6 設問 6 内訳 

Figure 6 Result of question 

 

 

図 7 設問 7 内訳 

Figure 7 Result of question 

 

3. 関連研究 

パーソナルスペースや心理的領域についての研究は数

多く存在する．3.1 節では，床の状態が心理的領域の大き

さに与える影響について考察した研究について述べる．3.2 

節では AR を用いた対人距離から生じる心理的負担を軽減

させる手法についての関連研究について述べる． 

3.1 床が心理的大きさに与える影響 

橋本ら[14]は，床面積と天井高が変化する室空間で，心理

的領域の大きさを測る実験を行い，『小さな部屋では心理的

領域も小さくなり，相手の接近に対して寛容になる傾向が
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ある』と報告している．金ら[15]は，床段差が心理的領域に

与える影響について考察しており、段高によって個人領域

の大きさが変化することを報告している． 

 本報告では，これら研究結果を参考に心理的領域の大き

さは床の状態による影響を受けると考えた． 

3.2 拡張現実感を用いた心理的不快感を軽減する手法 

前田ら[16]は，円滑な社会生活を保証したまま対人距離

から発生する不快感を取り除く手法として，ヘッドマウン

トディスプレイ(Head Mounted Display: HMD)の視界内で人

物サイズを変更することで対人距離を調節する手法を提案

している．実験の結果，人物サイズが小さくなっていく

ほど評価値が上昇し，不適切な対人距離により発生した不

快感を軽減できることを示している．一方，事後アンケー

トの自由記述の項目では，0.7 倍まで小さくすると距離が

遠くなったのではなく，目の前に小さな人がいる感覚にな

ると回答している被験者がおり，この研究の考察では，ユ

ーザが社会生活を円滑に行うためには，ある程度の現実感

が必要であると考えられると述べている． 

 本報告では，この研究を参考に不快感を軽減させるシス

テムに拡張現実感(Augmented Reality : AR)を用いる．また

考察をふまえ，より現実感を損なわない手法を検討する． 

4. 提案手法 

予備調査の結果から，普段からパーソナスペースの大き

さを意識している人は少ない傾向があった．関連研究から，

人の心理的領域の大きさが床による影響を受けると考えら

れる[14-15]．前田ら[16]は，拡張現実感を用いて，不適切な

対人距離により発生した不快感を軽減することを可能とし

ており，その考察でユーザが社会生活を円滑に行うために

はある程度の現実感が必要であると述べられている．これ

らを参考に本報告では，拡張現実感を利用し，利用者の視

界内に自身のパーソナルスペースを模した空間を表示する

手法を提案する．利用者はヘッドマウントディスプレイを

着用し，利用者の視界内にパーソナルスペースを模した 2

次元の空間を表示する．空間の大きさは自身のパーソナル

スペースより小さく表示する．予備調査の結果より，普段

からパーソナルスペースの大きさを意識している人が少な

いことから，利用者が視界内に表示された空間の大きさを

自身のパーソナルスペースの大きさであると認識すること

で，利用者のパーソナルスペースが小さくなると仮定する．

関連研究から心理的領域の大きさは床面積の大きさの影響

を受けると考えられることを参考に，床に表示する空間の

大きさが利用者の心理的領域の大きさに影響すると考える．

また金ら[15]は，『段高 45cm 以上では段差により空間が分

かれて感じることから自分の領域は段上の部分でとどまる

縮むことになると考えた』と述べている．本研究の提案手

法では，床に空間を表示するため，表示された空間と床に

色の境目が生じ，利用者が空間が別れて感じると考える．

その空間を小さく表示することで，これ以上は近づいてこ

ないでほしいと感じる距離を短くすることができると考え

る．前田ら[16]の考察では，ユーザが社会生活を円滑に行う

ためには，ある程度の現実感が必要であると述べられてい

る．提案手法では，会話する相手の外見に変化をあたえな

いため，より現実感を保ちつつ会話を行うことが可能であ

ると考えられる． 

 

 

 

図 8 設問 8 提案手法イメージ 

Figure 8 Image of proposed 

 

5. 予備実験 

5.1 予備実験の概要 

提案手法では，まず利用者の周りに空間を表示すること

が，利用者のパーソナルスペースの大きさに影響を与える

か検証を行う必要がある．本報告では，提案手法の予備実

験として，表示する空間を実体化させた状態で利用者のパ

ーソナルスペースの大きさが床に表示された空間の大きさ

の影響を受けるか検証する．また提案手法では，利用者が

自分の周りに表示された空間を自分のパーソナルスペース

であると認識することが必要であるため，表示する空間の

表示方法についても同時に検討する．  

 予備実験は，明治大学中野キャンパスの 4 つの教室を用

いて行った．教室の大きさによる影響を減らすため，実験

は大きさの近い教室を用いた．被験者は 21〜24 歳の男女

学生 6 人 3 組（男子 4 名，女子 2 名）であった．実験は 2

人 1 組で行い，初対面または顔は知っているが話はしない

間柄の同性でペアを作った． 

 表示する空間は，利用者の周囲の床面に赤色のカッティ

ングシートを用いて領域を実体として表示した．表示する

空間の大きさは，Hall[17]の 4つの距離体と橋本ら[14]の『初

対面の相手と会話にちょうどよいと感じる領域は 125cm〜

250cm であり，特に対人距離 1.5m で会話にちょうどよい

と感じる人数が最も多い』という結果を参考に，なし，1.0m，

1.5m，2.0m の 4 つとした（図 9-12）．また実験参加者に表

示された空間を強く意識してもらうため，芦澤[18]らの研

究を参考に表示する空間の色に，目立つ色として赤色を用

いた．色の影響は考えられるが、予備実験は表示する空間
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の大きさによる影響を目的としたため，他の色での実験は

行っていない．金ら[15]の研究結果を参考に，実験参加者に

空間が分かれていると感じさせるため，空間の境目に高さ

75mm の赤色のコーンを設置した．実験を行う際，実験参

加者が前に行った条件の影響を受ける可能性を考慮するた

め，実験参加者によって表示する空間の大きさの条件の順

番を変えた． 

橋本ら[14]の実験を参考に心理的領域を測る指標として

「居心地」と「会話」の尺度を用いた．本報告では，橋本

らの実験で用いられていた評価尺度を 8 個並べたものを作

成して実験に用いた（図 13）．橋本らは，『居心地の尺度

は，相手と交渉する意志がなく，相手がそこにいること自

体の影響をとらえるものであり，会話の尺度は，相手と交

渉意志がある場合をとらえるものとしている．また評定値

3，4 はパーソナルスペースに相当する領域である』と述

べている．実験では、被接近者は接近者が接近する度に評

価を回答し、得られた回答の 0~4 をその得点とし、各条

件で得られた点の平均をグラフ化し，表示された空間の大

きさの条件による比較を行った．実験の最初に実験参加者

のペアを接近者（A）と被接近者（B）に割り当て，2 人

は予め教室の 3m 離れた位置に貼られたテープに立つよう

に指示した．また 3m 離れたテープの間には 30cm 間隔に

テープが貼られており，接近者は離れたテープを目印にし

て接近を行った．テープは目立たない透明なものを用い

た．また視線による影響を考慮するため，被接近者の視線

は実験協力者の足元に向け，接近者は視線を被接近者の額

に向けて実験を行うように指示した．接近者と被接近者と

の距離は両者のかかとを基準にして測定した．被接近者は

各条件の実験が終了時に，表示された空間についてのアン

ケートを教室に置かれたパソコンで回答した． 

 

 

 

図 9 表示なし条件 

Figure 9 No display condition 

 

 

 

 

 

図 11 1.5m 条件 

Figure 11 1.5m condition 

 

図 10 1.0m 条件 

Figure 10 1.0m condition 
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図 12 2.0m 条件 

Figure 12 2.0m condition 

 

図 13 評価表 

Figure 13 Evaluation list 

橋本ら[14] 

5.2 実験手法 

実験の手順は以下の通りである． 

1. ペアの 2 名を接近者(A)と被接近者(B)に割り当てる 

2. Aと B は印のついた 3m 離れた位置に立つ 

3. B は机に置かれた評価①に回答する 

4. B の回答後，Aは先程より奥のテープまで歩く 

5. B は評価②に答え，Aは 3m 離れた初めの位置に戻る 

6. 4，5 を繰り返し，評価⑧まで答えた後，B はアンケー

トに回答する 

7. 別室に移り条件を変え１から 6 の手順で実験を行う 

8. 4 つの部屋で異なる条件の実験を行った後，Aと B を

交代して，再び 1〜7 まで実験を行う 

 実験環境を図 14 に実験の様子を図 15 に示す． 

 

 

 

図 14 実験環境 

Figure 14 Experiment environment     

 

 

 

図 15 実験の様子 

Figure 15 Experimental situation 

 

5.3 実験結果と考察 

初めに居心地の尺度の結果を報告する[図 16-18]．居心地

の尺度は，得点が低いほど相手の接近に対して寛容であり、

得点が高いほど相手の存在を不快に感じていることを示し

ている．1.0m 条件と空間なし条件を比較すると，対人距離

に関わらず 1.0m 条件のほうが空間なし条件より低いまた

は同じ得点であった．一方，2.0m の条件と空間なし条件の

グラフを比較すると，対人距離が 240cm 以内では 2.0m 条

件のほうが表示なし条件より高いまたは同じ得点であった．

つまり被接近者の周りに小さい空間を表示した場合，被接

近者の心理的領域が小さくなり，大きい空間を表示した場

合，被験者の心理的領域の大きさは小さくなるという結果

が観察された．この結果から，表示された空間の大きさに

比例して，被験者のパーソナルスペースの大きさが変化す

る傾向が観察された． 

 次に会話の尺度の結果を報告する[図 19-21]．会話の尺度

は得点が低いほど相手との距離を遠いと感じており、高い

ほど相手との距離が近いと感じていることを示している．

会話の尺度では，表示する空間の大きさによる得点違いは

あまり見られなかった．この結果から，会話にちょうどよ

いと感じる距離は表示する空間の大きさによる影響を受け

にくいと考える．   

各条件の終了時に行ったアンケートの自由記述では，人
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が空間に近づくにつれて不快感が増したという回答が得ら

れた．本報告では金ら[15]の研究を参考に，空間の境目にコ

ーンを設置した．これにより被接近者が表示された空間が

分かれて感じ，空間に近づく接近者に対してこれ以上は近

づいてこないで欲しいと感じため，接近者が空間に近づく

につれて不快感が増したのではないかと考える．  

 各条件終了時に行ったアンケートの結果を図 22-25 に示

す．この結果から，空間が表示されていることに対する不

快感はどの条件でも低いことがわかった．しかし，1.0m 条

件の場合に空間を狭いと感じ，被接近者が空間に対して圧

迫感をわずかに覚えた参加者が見られた．1.5m条件と 2.0m

条件では，空間が表示されたことで相手との距離を近いと

感じる傾向があり，空間を表示することで相手との距離感

が変化する可能性が観察された． 

 自由記述では，実験の後半になると不快感や圧迫感が少

なくなったという回答があり，空間が表示されていること

に実験参加者が慣れることで不快感がさらに減ると考えら

れる．  

 

 

図 16 表示なし条件と 1.0m 条件の居心地の評価 

Figure 16 Evaluation of comfort  

with no display condition and 1.0m condition 

 

図 17 表示なし条件と 1.5m 条件の居心地の評価 

Figure 17 Evaluation of comfort 

with no display conditions and 1.5m condition 

 

図 18 表示なし条件と 2.0m 条件の居心地の評価 

Figure 18 Evaluation of comfortable  

with no display conditions and 2.0m condition 

 

図 19 表示なし条件と 1.0m 条件の会話の評価 

Figure 19 Evaluation of conversation  

with no display conditions and 1.0m condition 

 

図 20 表示なし条件と 1.5m 条件の会話の評価 

Figure 20 Evaluation of conversation  

with no display condition and 1.5m condition 
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図 21 表示なし条件と 2.0m 条件の会話の評価 

Figure 21 Evaluation of conversation  

with no display conditions and 2.0m condition 

 

図 22 設問 1 内訳 

Figure 22 Result of question 

 

図 23 設問 2 内訳 

Figure 23 Result of question 

 

図 24 設問 3 内訳 

Figure 24 Result of question 

 

図 25 設問 4 内訳 

Figure 25 Result of question 

6. まとめ 

パーティ会場などの場において会話に参加することを

苦手な人な傾向がある内向的な人に着目し，関連研究から

内向的な人のパーソナルスペースが外向的な人に比べて広

いことが，内向的な人が会話に参加できない原因のひとつ

であると考え，内向的な人のパーソナルスペースを小さく

することを研究の目的とした[13-14]．予備調査の結果から，

普段からパーソナルスペースを意識している人が少ないこ

と，また関連研究からパーソナルスペースの大きさが床に

よる影響を受けると考えられることなどを参考に，研究目

的の実現手法として拡張現実感を用いたシステムを提案し

た[14-15]． 

本報告では，提案手法の有効性を示すための予備実験と

して，利用者の周りに表示する空間を実体化させた状態で，

利用者のパーソナルスペースの大きさが床に表示された空

間の大きさの影響を受けるか検証した．その結果，利用者

のパーソナルスペースの大きさが表示された空間の大きさ

に比例して変化することが観察された．一方で，会話にち

ょうどよいと感じる距離では，空間の大きさによる影響を

あまり受けなかったことから，空間の表示方法などについ

てさらに検討する必要がある． 

7. 今後の展望 

今後の展望を 3 つ示す．第一に表示する空間の表示方法

の検討である．予備実験では，表示する空間の大きさは

1.0m，1.5m，2.0m の 3 つで行い，空間は赤色表示し，空間

の境目にはコーンを置いた．今後ヘッドマウントディスプ

レイで実装するにあたり，表示する空間の色や大きさの違

い、またコーンの高さの違いや境界に壁を作るなどの空間

の表示方法についてさらに検討する必要がある．次に提案

手法の実装である．予備実験では，表示する空間を実体化

させた状態で実験した．ヘッドマウントディスプレイで実

装後，ヘッドマウントディスプレイで空間を表示した場合

も空間を実体化させた場合と同様の傾向が観察されるか検
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証する必要がある．第三に利用者のコミュニケーション能

力向上について検証である．予備実験では，表示する空間

の大きさが利用者のパーソナルスペースの大きさに影響を

与えることが観察されたが，コミュニケーション能力が向

上されたかについて検証していない．パーソナルスペース

が小さくなる事で利用者のコミュニケーションが向上する

か，今後検証する必要がある． 

謝辞 

本研究を進めるにあたり，多くの指導をいただいた小林

稔先生に深く感謝する．また予備調査や実験に快く協力し

ていただいた皆様に感謝の意を表す． 

参考文献 

[1] Sommer，Robert：Personal Space，The Behavioral Basis of 

Design Awareness，Corte Madera，Ca，Rinehart，1969（Sommer，

Robert 著，穐山貞登訳：人間の空間一デザインの行動研究，鹿島

出版会，1972） 

[2] 田中政子，教育心理学研究，第 21 巻，第 4 号，pp．

19~28，1973，personalspace の異方的構造について 

[3] Willis，EN，Jr．(1966)．Initial speaking distance as a function 

of the speakers ’relationship，Psychometric Science，5，221−222， 

[4] Baxter，J．C．(1970) Interpersonal Spacing in Natural Setting，

Sociometry，33(4)，444−456． 

[5] 鈴木晶夫人間科学研究 1(1)，23-29，1988-03-25 パーソナ

ル・スペースの基礎的研究(I) 

[6] Watson，O．M．& Graves，T（1966）．Quantitative Research 

in Proxemic Behavior．American Anthropologist，68，971−985． 

[7] 青木祐樹，城仁士 MERA Journal = 人間・環境学会誌

13(1)，1-8，2010-03-3，他者の視線と性格特性が心理的領域に与

える影響 

[8] 伏田幸平，長野祐一郎文京学院大学人間学部研究紀要

Vol.15，pp.83～93，2014，パーソナル・スペース侵害時における

視線の有無が生理・心理的反応に与える影響 

[9] 遠山孝司，小塩真司，内田敏夫，西ロ利文人文学部研究論

集 16，115-128，2006-07，パーソナルスペースに影響を及ぼす要

因の検討身長，アイコンタクト，向性に注目して 

[10] 野瀬出，雨森雅哉，中尾彩子，松尾千尋，山岡淳文京学院

大学人間学部研究紀要 7(1)，263-273，2005，パーソナルスペー

スへの侵入に対する心理・生理的反応接近者の印象による影響 

[11] 八重澤敏男，吉田富二雄 1981 年 52 巻 3 号 p.166-172，他者

接近に対する生理・認知反応生理指標・心理評定の多次元解析 

[12] 吉田富二雄，小玉正博 1987 年 58 巻 1 号 p.35-41，生理反

応・心理評定によるパーソナル・スペースの検討-慣れの過程の

分析を通して 

[13] 斎藤ひとみ愛知教育大学研究報告，教育科学編 60，197-

203，2011-03-01，コミュニケーション能力とパーソナルスペース

の関係性 

[14] 橋本都子，西出和彦，高橋公子，高橋鷹志，日本建築学会

計画系論文集第 485 号，135−142，1996 年 7 月，実験による対人

距離からみた心理的領域の平面方向の拡がりに関する考察 

[15] 金銀煕，宗方淳，平手小太郎日本建築学会計画系論文集第

620 号，33−39，2007 年 10 月，床段差が個体領域に及ぼす影響 

[16] 前田将希，酒田信親インタラクション 2016 論文集©情報処

理学会，201647-532016 年 2 月 24 日仮想身体サイズによる対人距

離の視覚的拡張の基礎的検討 

[17] Hall，Edward T．：The Hidden Dimension，NewYork，

Dubleday，1966（Hall，Edward T．著，日高敏隆・佐藤信行訳：

かくれた次元，みすず書房，1970） 

[18] 芦澤昌子， 池田光男，1987 年 71 巻 10 号 p. 612-617 色

の目立ちの照度レベルによる変化 

― 1124 ―
© 2019 Information Processing Society of Japan


